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外部プロ人材
活用成功事例

雇わずに
プロシェアリング
する！ （株）サーキュレーション

代表取締役　久保田雅俊

No.4　世界最大手出身のプロ人材が，創業200年老舗和菓子メーカーをリブランディング

　プロシェアリングとは，高い職
能を持って複数企業で同時に活躍
するプロフェッショナルを，経営
課題に合わせて「雇用」ではなく
「活用」するという，新しい人材
活用の手法です。2014年の設立
以来，サーキュレーションには約
15,000名のプロが登録し，約
6,300件のプロジェクトで実績を
上げてきました。プロジェクトは
経営要素の強い案件が多く，新規
事業の企画推進や，人事・広報等
のミドルオフィス支援，さらには
IPO関連から中期経営計画の策
定，CFOのシェアなども実行し
ています。

プロシェアリングを活用して
“リブランディング”に成功

　今回は，江戸時代から続く和菓
子メーカーのリブランディングに
おけるプロシェアリング活用事例
をご紹介します。時代やトレンド
に合わせ，自社のブランドづくり
を行っていきたいが，適した人材
がいないとお困りの企業も多いの
ではないでしょうか。以下は，㈱
榮太樓總本鋪の事例です。

課題 老舗の価値や商品を
どう伝えればいいのか

　創業200年の歴史を持つ榮太樓

總本鋪。日本橋の屋台で「きんつ
ば」を売るところからスタートし，
昭和30年代頃に榮太樓飴という
缶入りの飴が大ヒット。全国的に
知名度を得て，全国の百貨店や駅
ビルなどに販路を広げてきた老舗
企業です。これまで，良いものは
守り無駄は省くという意識で，コ
ストダウンの工夫は数多く実施し
てきた同社ですが，自社の商品の
PRという点では課題を感じてい
ました。
　幅広いラインナップの商品はど
れもこだわりの製法・原材料で作
られ，味にも自信があったものの，
それらをうまく世の中に伝えてい
く方法を知る人材がいなかったの
です。榮太樓總本鋪というブラン
ドだけで勝負していくのは難しい
という思いがあり， 5つのブラン
ドを立ち上げてきましたが，それ
らを魅力的に発信する方法が分か
らない。SNSのアカウントもな
く，Webサイトのデザインにも古
臭さを感じていました。
　2019年に200周年を迎え，商品
の魅力と共に，自社のモノづくり
への情熱と誇りを，もっと攻めの
姿勢で世の中に伝えていきたいと
いう思いを抱き，ブランディング
や広報を強化していきたいと考え

たのです。

解決策 現状分析・戦略策定
社内にノウハウを定着

　ブランディング，広報に強いハ
イレベルな人材が必要だと要件を
絞り込んでみたものの，フルタイ
ムの正社員を採用するのはとても
難易度が高いとすぐに分かり，同
社は外部からの支援を検討されて
いました。ただ，第三者的なコン
サルティングにとどまらず，実務
に踏み込み，かつ自分たちの背中
を押してくれるようなプロ人材と
一緒にプロジェクトを進めたいと
いうのが希望でした。
　そこで当社からご提案したの
は，世界最大手のブランディング
会社，広報PR代理店で多くのグ
ローバル企業のブランディングや
広報・PRを牽引してきたプロ人
材です。その方は，新規事業開発
も経験されていて，独立してから
は，日本やシリコンバレーのスタ
ートアップ企業，自社のブランド
ストーリーを刷新したい変革期の
大企業のブランディング・知的財
産戦略を支援していらっしゃいま
した。弁理士の資格も持ち，攻め
と守りの双方からブランディング
の支援が可能という方です。
　豊富なスキルや経験はもちろ
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ん，「何が起こっても諦めず，逃
げずに最後までやり抜く」という
強い信条をお持ちの方でした。企
業側からも「ぜひこの方にお願い
したい」ということで，スムーズ
にプロジェクトがスタートしまし
た。概要は以下の通りです。
⑴現状分析
・ 経営陣からメンバーまでヒアリ
ングを実施
・ ヒアリング結果をもとに，課題
を抽出。「共通の価値観を会社
の中に創造し，社外に発信する」
をプロジェクトのゴールに設定
⑵戦略策定
・ 自社が集中すべき打ち出しの整
理
・ 戦略の社内浸透とコミュニケー
ションラインの構築
・ 次の200年に向けた 3つの軸を
策定
⑶ 社内外への発信施策を策定・実
行
・ 200周年をきっかけに，様々な
立場の従業員の共通価値を「社
是の変更」により言語化
・ 10年後の榮太樓についての意
見を集める社内イベントや，朝
礼での社是読み合わせなど中長
期的な浸透施策も実施
・ コーポレートブランディングと
して200周年特設サイトを制
作。伝統の味とこだわりの製法
という強みをアピール
・ 豊富な商品ラインナップから，

自社の強みを発信
するための代表と
して「きんつば」
と榮太樓飴のなか
でも最も伝統的な
「梅ぼ志飴」をセ
レクト
・ 上記 2商品の製法
紹介動画を制作
・ 200周年を記念し
た限定デザインパッケージの榮
太樓飴を発売（写真）

⑷成果
・ 若い世代の認知度も上がり，売
り上げ好調。榮太樓飴は百貨店
で 1日1,500缶の販売も記録
・ 1年半の支援を通して，自分た
ちだけでは実現できなかった
様々なアイデアや実行方法の知
見を得られた
・ 現在は，インナーブランディン
グ含め自分たちで運用できてい
る

プロシェアリング×
ブランディングのポイント

　このプロジェクトを経て，「榮
太樓さん攻めてますね」「色々な
ところで見かけるようになりまし
たね」という言葉もかけられるよ
うになったといいます。
　大事だがやり方が分からないブ
ランディング。老舗企業ゆえ，伝
えたいメッセージや商品も多くな
りどこからどう手をつけるべきか

見えづらくなっていました。それ
を，外部のプロ人材と一緒に自社
の強みを整理して，200年続いた
理由を分析し，「伝統の味をその
時代に合った方法で消費者に届け
てきた」「こだわりの味と製法を
守り続けている」という 2点に明
確化し，改めて自覚するに至りま
した。それにより，社外へ商品の
魅力を伝えることができただけで
なく，社員全員が自社に誇りを持
ち，次の200年に向けて同じベク
トルを持てるようになったことで
組織力強化の一役も担うことにな
りました。
　ブランディング・広報について，
本質的な戦略を描ける人材という
のは実際に採用するとなると，非
常に獲得難易度が高く，給与も高
い傾向にあります。該当する部門
からそのような人材を採用したい
という要望があった場合は，今回
の事例のようにプロシェアリング
の活用を検討・提案してみてはい
かがでしょうか。
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成功事例
No.1　 次世代の人事戦略は「未来からの逆算思考×経営思考」で描く
No.2　 老朽化した人事制度をプロ人材とともに再構築し離職率を改善
No.3　 元GMOグループ取締役が参画し「売れるECの土台作り」に成功
No.4　 世界最大手出身のプロ人材が，創業200年老舗和菓子メーカーをリブランディング
No.5　 
No.6　 

榮太棲總本舗 200周年限定デザイン


